
３．雌成虫，体長20mm．２の幼虫を飼育．

ノンネマイマイ

春から初夏に針葉樹や広葉樹の葉を食べる毛虫（幼虫）．最大長約60mm．背中に青いコブが２列に並ぶ．

過去にヨーロッパトウヒ林で多発した記録が１例だけある．

１．老齢幼虫，1988/7/23．美唄市，エゾマツ． ２．老齢幼虫，体長20mm．1993/6/20．

新得町，ミズナラ．

【学名】 Lymantria monacha

【分類】 チョウ目（Lepidoptera），ドクガ科（Lymantriidae）

【分布】 北海道，本州，四国，九州；ユ－ラシア．

【特徴】

ドクガ科の幼虫は腹部第６，７各節背面中央に小突起（背腺）があること

により他科の幼虫から区別できる．

この種の特徴は背面のコブが青いこと，背腺がオレンジ色であること，腹

部第３節と第４節後半から６節前半の背面中央が灰白色から黄白色であること，前胸両側の刺毛が束にならないことなどであ

る．

【生態】

宿主：ヨ－ロッパトウヒ，カラマツ，マツ，シラカンバ，ブナ，ミズナラ，クヌギなど．

年１世代，卵越冬，幼虫は５月に孵化，７月に蛹化，成虫は８月に出現，樹皮下などに20～50卵を塊で産むという．北海道の低

山地では若齢幼虫が６月上旬に採れ，飼育下では７月初めに繭になり，７月中旬に成虫になった．
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卵（越冬） ＋＋＋ ＋＋＋ ＋‥ ‥＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋

幼虫（摂食） ‥■■ ■■■ ■■‥

蛹 ‥◇◇ ◇‥



成虫 ‥○ ○○‥

【被害】

ヨ－ロッパでは針葉樹の大害虫として知られる．国内では被害記録が１例だけ知られ，1987年北海道江別市のヨ－ロッパトウヒ

防雪林の一部が激しい食害を受け壊滅した．
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「文章」 原秀穂，北海道立林業試験場，1994/1/12-2001/12/7．
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「写真１～３」 原秀穂，北海道立林業試験場，1988-1993．
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